
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
に
お
け
る
ゴ

l
ゴ
リ

｜
｜
『
ソ
ロ
！
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』

の
エ
ピ
グ
ラ
フ
を
手
掛
か
り
に
｜
｜

問
題
の
設
定

ゴ
l
ゴ
リ
の
作
品
の
中
で
『
ソ
ロ

l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
ほ
ど
ゴ

l
ゴ
リ

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
と
の
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
作
品
は
少
な
い
。
そ
れ
は
彼

の
作
品
の
中
で
唯
一
こ
の
短
編
の
み
が
そ
の
各
章
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
と
ゴ
l
ゴ
リ
以
前
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
文
学
か
ら
の
抜
粋
を
エ
ピ
グ
ラ
フ
と

し
て
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。
本
稿
は
こ
の
作
品
に
エ
ピ
グ
ラ
フ
と

し
て
用
い
ら
れ
た
作
品
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
ゴ
l
ゴ
リ
の
作
品
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
定
位
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ

る。
ゴ
l
ゴ
リ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
と
い
う
テ
ー
マ
は
現
在
ま
で
研
究
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
殆
ど
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
」
を
ロ

シ
ア
文
学
と
は
独
立
し
た
国
民
文
学
と
し
て
捉
え
、

そ
れ
と
ゴ
l
ゴ
リ
と
の
関

連
を
論
じ
る
、
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
後
に
見
る
よ
う

に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
」
と
い
う
概
念
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
独
立
し
た
言
語
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
に
お
け
る
ゴ

1
ゴ
リ

伊

東

良日

認
め
ら
れ
る
一
九
二

0
年
代
以
降
に
事
後
的
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
ゴ
ー

ゴ
リ
の
同
時
代
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
は
ロ
シ
ア
文
学
の
中
の
小
ロ
シ
ア
語
方

言
文
学
と
し
て
ロ
シ
ア
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
概
念
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

従
っ
て
こ
の
時
代
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
を
代
表
す
る
作
家
・
詩
人
た
ち
も
、
実

際
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
み
を
用
い
て
書
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

ウ
ク
ラ
イ

ナ
語
と
ロ
シ
ア
語
の
二
言
語
で
作
家
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
た
上
で
ゴ
l
ゴ
リ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
の
関
連
を
検
討
し
た
研
究
は
実
は
殆

ど
な
い
の
で
あ
る
。

ゴ
l
ゴ
リ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
ロ
シ
ア
語
作
家
で
あ
る
。
彼
は
一
八

O
九

年
に
ポ
ル
タ
ワ
県
ミ

l
ル
ゴ
ロ
ド
郡
に
小
地
主
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
ネ
ー

ジ
ン
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
卒
業
、
十
九
歳
の
時
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
出
て
き
た

の
で
あ
っ
た
。
母
語
と
し
て
ど
の
程
度
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
習
熟
し
て
い
た
か
は

別
と
し
て
、
彼
が
近
い
過
去
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
の
流
れ
に
つ
い
て
熟
知
し
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
れ
は
本
稿
で
検
討
す
る
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の

定
期
市
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
か
ら
も
充
分
伺
え
る
の
で
あ
る
。

六
七



ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
と
は
何
か

ロ
シ
ア
革
命
以
降
の
内
外
の
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
」
を
ひ
も
と
く
と
、
あ

た
か
も
十
九
世
紀
か
ら
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
」
が
存
在
し
て
い
た
か
の
ご
と
く

記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
独

立
し
た
言
語
と
し
て
承
認
さ
れ
た
一
九
二

0
年
代
以
降
に
、
十
九
世
紀
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
文
学
を
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
正
書
法
に
よ
っ
て
書
き
直
し
た
結
果
、

事
後
的
に
生
ま
れ
た
概
念
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
こ

の
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
」
の
歴
史
も
ソ
連
時
代
に
お
い
て
は
伝
統
的
な
ロ
シ
ア

文
学
史
の
視
点
か
ら
ロ
シ
ア
文
学
の
傍
流
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
構
築
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
十
九
世
紀
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
に
は
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
正
書
法

に
よ
る
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
詩
作
し
た
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
派
」
と
呼
ば
れ
る
一
群

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
詩
人
が
出
現
し
た
し

［
民
国
同
耳
目

5
3］、

バ
ロ
ッ
ク
時
代
に

は
ラ
テ
ン
語
で
著
作
を
行
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
作
家
も
登
場
し
て
い
る
。
比
較
文

学
史
的
に
き
わ
め
て
興
味
深
い
こ
れ
ら
の
現
象
も
ソ
連
時
代
に
は
殆
ど
無
視
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
の
特
殊
性
は
チ
ジ
エ

フ
ス
キ
l
の
名
著
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
』
を
ひ
も
と
い
て
も
わ
か
る
。

彼
は
ス
ラ
ヴ
比
較
文
学
史
の
視
野
か
ら
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
の
歴
史
を
一

章
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
ス
タ
イ
ル
の
時
代
（
キ
エ
フ
・
ル

l
シ
）
」
、
二
章

「
装
飾
的
ス
タ
イ
ル
の
時
代
」
、
三
章
「
十
四
世
紀
｜
｜
｜
十
五
世
紀
の
文
学
」
、

四
章
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
」
、
五
章
「
バ
ロ
ッ
ク
」
、
六
章
「
古
典
主

，、
｝＼ 

義
」
、
七
章
「
ロ
マ
ン
主
義
」
と
い
う
章
立
て
で
捉
え
る
。
こ
の
う
ち
一
、
二

章
は
同
時
に
中
世
ロ
シ
ア
文
学
の
流
れ
で
あ
る
。
実
際
に
彼
の
中
世
ロ
シ
ア
文

［か
u
L
o
g，wヨ．

5
4
9

学
史
の
前
半
は
そ
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
る

J

、，‘
。
応
0
4
m
W
C
戸
川
山

O
H
］。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
分
裂
は
ロ
シ
ア
の
中
心
が
キ
エ
フ
か
ら
モ
ス
ク
ワ

に
移
っ
て
か
ら
の
十
四
｜
十
五
世
紀
以
降
の
こ
と
で
、

四
、
五
章
で
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
文
学
は
全
面
的
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
影
響
下
に
お
い
て
、
六
、
七
章
は
同
時

に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ロ
シ
ア
の
影
響
下
に
お
い
て
展
望
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ソ

連
時
代
の
教
科
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た

『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
』

［
。
凶
官
自
向
。

E
S
国
担
】
・

5
4
0］
と
比
較
す
る
と
興
味
深
い
。
こ
こ
で
は
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
や
バ
ロ
ッ
ク
と
い
う
西
欧
に
共
通
の
文
学
史
的
概
念
は
な
い
。
公
式
的

な
ロ
シ
ア
文
学
史
に
準
じ
て
十
七
世
紀
ま
で
は
「
中
世
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
」
と

し
て
一
括
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
で
ゴ

l
ゴ
リ
と
の
関
連
で
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
バ
ロ
ッ
ク
時

代
以
降
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
で
あ
る
。
バ
ロ
ッ
ク
時
代
ま
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
的

な
特
徴
の
強
い
教
会
ス
ラ
ヴ
語
を
文
語
と
し
て
用
い
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学

は
、
古
典
主
義
時
代
以
降
、
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
、
即
ち
当
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
口
語
を
文
語
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
十
八

世
紀
末
の
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
古
典
主
義
の
ロ
シ
ア
古
典
主
義
と
の
大
き
な
違
い
は
、

バ
ロ
ッ
ク
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
に
あ
る
。
十
七
世
紀
半
ば
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
支
配
を
脱
し
て
ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
る
前
か
ら
、
キ
エ
フ
で
は



東
ス
ラ
ヴ
唯
一
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
ぺ
ト
ロ
・
モ
ヒ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
が

バ
ロ
ッ
ク
文
化
の
中
心
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に

至
る
ま
で
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
を
モ
デ
ル
と
し
た
教
育
機
関
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
各

地
で
教
育
を
に
な
い
、
古
典
主
義
時
代
の
作
家
た
ち
も
こ
の
よ
う
な
教
育
機
関

で
バ
ロ
ッ
ク
の
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
文
学
が
十
八
世
紀
以
降
再
び
ロ
シ
ア
文
学
の
枠
の
中
で
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
よ

う
に
な
っ
た
後
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
に
は
バ
ロ
ッ
ク
の
強
い
影
響
が
遅
く
ま
で

残
存
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
特
に
十
七
世
紀
の
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
、

ク
ラ
イ
ナ
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
の
強
い
影
響
下
に
イ
ン
テ
ル
メ
i
デ
ィ
ア
と

呼
ば
れ
る
教
会
劇
の
幕
間
劇
が
盛
ん
に
な
る
。
こ
れ
は
一
種
の
民
衆
喜
劇
で
、

登
場
人
物
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
衆
の
用
い
て
い
た
口
語
で
台
詞
を
喋
っ
た
。

ウ
ク

ラ
イ
ナ
文
学
に
初
め
て
口
語
が
導
入
さ
れ
る
の
は
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
だ
が
、

そ
も

そ
も
宮
廷
文
学
と
し
て
演
劇
ジ
ャ
ン
ル
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
輸
入
し
た
同
時
代

の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
「
低
位
」
の
演
劇
ジ
ャ
ン
ル
は
発
達
し

な
か
っ
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
こ
の
イ
ン
テ
ル
メ
l
デ
ィ
ア
に
お
い
て
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
語
の
み
な
ら
ず
、

ロ
シ
ア
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
革
問
、

ベ
ラ
ル
l
シ
語
な
ど

の
多
言
語
が
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
パ
フ
チ
ン
が
小
説
言
語
の
特
徴
と

し
て
あ
げ
る
多
言
語
性
［
パ
フ
チ
ン

一
九
九
六
］
が
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ゴ
l
ゴ
リ
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
時
代
を
過
ご

し
た
ネ
l
ジ
ン
そ
の
も
の
が
当
時
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
以
外
に
ロ
シ
ア
人
、
ギ
リ
シ
ャ

人
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
、

イ
タ
リ
ア
人
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
、

セ
ル
ビ
ア
人
、
ラ
ト

ヴ
ィ
ア
人
、

ト
ル
コ
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
、

ペ
ル
シ
ャ
人
、

ド
イ
ツ
人
な
ど
が
住

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
に
お
け
る
ゴ

l
ゴ
リ

む
多
民
族
的
・
多
言
語
的
な
都
市
で
あ
っ
た

［
ロ
包
両
日
M
h
o

－∞∞回一巴
l
N
N
］。

『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
に
は
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に

か
け
て
の
ま
さ
に
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
の
草
創
期
の
作
品
か
ら
そ
の
エ
ピ
グ

ラ
フ
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の

ゴ
l
ゴ
リ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
一
つ
の
見
通
し
を
与
え
、

同
時
に
彼
が
な
ぜ
そ
の
文
学
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
書
か
な
か
っ
た
か
、
と
い
う

問
い
に
対
す
る
一
つ
の
解
答
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。

ウ

『
ソ
ロ

1
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』

の
エ
ピ
グ
ラ
フ

『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
は
ゴ
i
ゴ
リ
の
全
作
品
の
中
で
唯
一
ウ
ク

ラ
イ
ナ
語
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
を
各
章
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
用
い
て
い
る
作

品
で
あ
る
。
そ
し
て
執
筆
年
代
か
ら
は
『
デ
ィ
カ
l
ニ
カ
近
郷
夜
話
』
第
一
部

の
中
で
も
っ
と
も
遅
く
書
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
作
品
を
ゴ
l
ゴ
リ

が
こ
の
作
品
集
の
冒
頭
に
収
録
し
た
の
は
、
ゴ

l
ゴ
リ
が
こ
の
作
品
集
全
体
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
と
の
関
連
に
お
い
て
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
、

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ゴ
i
ゴ
リ
の
こ
の
作
品
の

執
筆
当
時
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
」
と
い
う
概
念
は
な
か
っ
た
。
ま
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
語
と
い
う
概
念
も
な
か
っ
た
。

ソ
ビ
エ
ト
時
代
以
降
の
ゴ
l
ゴ
リ
の
著
作

の
出
版
に
お
い
て
、
こ
こ
で
問
題
に
す
る
エ
ピ
、
グ
ラ
フ
は
現
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語

の
正
書
法
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
も
そ
も
こ
の
作
品
の
出
版
時
に

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
正
書
法
は
存
在
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
ロ
シ
ア

九



語
の
正
書
法
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
語
の
小
ロ
シ
ア
語
方
言
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

さ
て
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
に
用
い
ら
れ
た
エ
ピ
グ
ラ
フ
を
概
観

す
る
と
、

そ
こ
に
一
定
の
ジ
ャ
ン
ル
的
選
択
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
韻
文
あ
る
い
は
演
劇
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
も
の
で
、
散

文
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
一
八
三
一

年
の
時
点
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
ま
だ
散
文
の
文
語
と
し
て
は
成
立
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ゴ
l
ゴ
リ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
テ
l
マ
を
扱
い
な
が
ら
、

そ
れ
を
表
現
す
べ
き
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
散
文
の
モ
デ
ル
を
過
去
に
見
出
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
は
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
テ
l
マ
と
し
て
取

り
上
げ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
ロ
シ
ア
語
作
家
で
あ
る
オ
レ
ス
ト
・
ソ

l
モ
フ

（
『
ガ
イ
ダ
マ
l
ク
』

一
八
二
七
、
『
ル
サ
l
ル
カ
』

一
八
二
九
、
『
財
宝
物
語
』

一
八
二
九
、
『
キ
エ
フ
の
魔
女
た
ち
』

一
八
三
一
三
）

や
ナ
レ
l
ジ
ヌ
ィ

（「『神

学
生
』

一
八
二
四
、
『
ザ
ポ
ロ
！
ジ
ェ
の
人
』

一
八
二
四
」
）
に
と
っ
て
も
同
じ

こ
と
だ
っ
た
。
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ゴ
i
ゴ

リ
は
こ
れ
ら
の
先
行
者
と
は
異
な
る
戦
略
に
よ
っ
て
新
し
い
散
文
を
作
り
上
げ

た
。
彼
は
単
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
テ
l
マ
を
取
り
上
げ
た
だ
け
で
は
な
く
、

ウ
ク

ラ
イ
ナ
民
衆
喜
劇
を
ロ
シ
ア
語
の
散
文
に
移
し
変
え
る
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
的
転

換
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
の
言
語
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
は
十
三
章
か
ら
成
り
、

そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に

次
の
よ
う
な
注
釈
っ
き
で
エ
ピ
グ
ラ
フ
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
十
章

第
十
一
章

第
十
二
章

第
十
三
章

七
0 

小
ロ
シ
ア
の
伝
説
よ
り

小
ロ
シ
ア
の
喜
劇
よ
り

コ
ト
リ
ャ
レ
フ
ス
キ
l
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』

コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
『
エ
ネ
イ

1
ダ』

小
ロ
シ
ア
の
歌

小
ロ
シ
ア
の
喜
劇
よ
り

小
ロ
シ
ア
の
喜
劇
よ
り

コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』

民
話
よ
り

小
ロ
シ
ア
の
喜
劇
よ
り

諺フ
ラ
l
ク
H

ア
ル
テ
モ
フ
ス
キ

l

『
日
一
那
と
犬
』

婚
礼
歌

こ
れ
ら
の
エ
ピ
、
グ
ラ
フ
に
用
い
ら
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
で
は
フ
ォ
ー
ク
ロ

ア
か
ら
の
も
の
が
五
つ
、

そ
の
他
は
十
八
世
紀
末
か
ら
ゴ
l
ゴ
リ
の
同
時
代
に

か
け
て
書
か
れ
た
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
で
あ
る
。
そ
の
数
か
ら
言
っ
て
最
も

多
い
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
が
こ
の
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
の
み
な
ら
ず
、

『
デ
ィ
カ
l
ニ
カ
近
郷
夜
話
』
全
体
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

「
ゴ
l
ゴ
リ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
」
と
い
う
重
要
な
テ
l
マ
が
こ

一
九
七
六
］
に
譲
り
、

こ
か
ら
生
起
す
る
が
、
こ
こ
で
は
別
稿
［
伊
東

ウ
ク

ラ
イ
ナ
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
最
初
の
出
版
が
、

一
八
一
九
年
の
ツ
ェ
l
ル
テ
レ



フ
の
『
小
ロ
シ
ア
古
謡
集
の
試
み
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
よ

ぅ
。
ゴ
l
ゴ
リ
の
同
時
代
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
は
十
分
に
ア
ク
チ
ュ

ア
ル
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に

用
い
ら
れ
た
作
品
と
そ
の
作
者
を
そ
の
作
品
の
執
筆
年
代
順
に
見
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

四

『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
と
コ
ト
リ
ャ
レ
フ
ス
キ
ー

『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
そ
の
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
が

引
用
さ
れ
て
い
る
イ
ワ
ン
・
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー

zm自
民

045旬
司
自
由
庶
民
跡

（
一
七
六
九

l
一
八
三
八
）

は
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
の
創
始
者
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。
彼
は
一
七
九
六
年
に
ポ
ル
タ
ワ
の
小
官
吏
の
家
に
生
ま
れ
、

七
八

O
年
か
ら
一
七
八
九
年
ま
で
ポ
ル
タ
ワ
の
セ
ミ
ナ
リ
ウ
ム
で
学
ん
だ
。
こ
の
セ

ミ
ナ
リ
ウ
ム
は
キ
エ
フ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
を
モ
デ
ル
に
バ
ロ
ッ
ク
時
代
か
ら
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
伝
統
が
生
き
続
け
て
い
た
教
育
機
関
で
、
古
典
主
義
の
枠
内
で

創
作
活
動
を
行
っ
た
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
の
創
作
に
バ
ロ
ッ
ク
的
要
素
が
顕

著
に
見
出
さ
れ
る
の
は
こ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
し
て
若
き
ゴ
l
ゴ

リ
が
学
ん
だ
ネ
l
ジ
ン
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
も
同
様
の
教
育
機
関
だ
っ
た
。
こ
こ

で
彼
は
ロ
シ
ア
文
学
の
ほ
か
ラ
テ
ン
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
問
、

ド
イ
ツ
語
な
ど
を
学

ん
だ
。

セ
ミ
ナ
リ
ウ
ム
時
代
に
コ
ト
リ
ャ
レ
フ
ス
キ
ー
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
民
衆
文
化
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
こ
れ
は
『
エ
ネ
イ

1
ダ
』
に
結

実
す
る
こ
と
に
な
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
に
お
け
る
ゴ

l
ゴ
リ

彼
は
地
元
の
地
主
の
家
で
家
庭
教
師
と
し
て
働
い
た
後
、

一
七
九
六
年
か
ら

一
八

O
八
年
ま
で
軍
役
に
着
き
、
露
土
戦
争
に
参
加
す
る
。
退
官
後
は
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
に
官
職
を
得
ょ
う
と
す
る
が
果
た
せ
ず
、

一
八
一

O
年
に
ボ
ル
タ
ワ
に

戻
っ
た
。

さ
て
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
の
代
表
作
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』

m工
g
．bQ
は
『
ソ

ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
三
回
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ

は
父
親
ワ
シ
l
リ
・
ホ
l
ホ
リ
の
「
小
ロ
シ
ア
の
喜
劇
」
か
ら
の
四
回
に
つ
い

で
多
い
。
こ
の
作
品
は
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
最
初
の
作
品
と
み
な
さ
れ
て
い

る
作
品
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
現

在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
の
視
点
か
ら
で
あ
り
、

コ
ト
リ
ャ
レ

ア
ス
キ
ー
の
同
時
代
に
は
そ
も
そ
も
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
」
と
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文

学
」
の
概
念
が
な
か
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
は
ロ
シ
ア
語
の
方
言
た
る
小
ロ
シ

ア
方
言
〉
〉
。
〉
O
ち
O
の
の
玄
訟
の
R
0
0
工
Q
U
Oエ玄
mw

に
過
ぎ
な
か
っ
た
し
、
従
っ
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
は
小
ロ
シ
ア
方
言
で
書
か
れ
た
ロ
シ
ア
文
学
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
（
パ
ヴ
ロ
ア
ス
キ
ー
に
よ
る
「
小
ロ
シ
ア
語
文
法
」
そ
の
も
の
の

最
初
の
出
版
が
『
エ
ネ
イ

1
ダ
』
よ
り
も
遅
い
一
八
一
八
年
の
こ
と
で
あ
る
）
。

こ
の
作
品
の
出
版
当
時
の
表
題
は
次
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
語
で
表
記
さ
れ
て
い
た
。

従
っ
て
こ
の
作
品
の
文
学
史
的
意
味
も
同
時
代
の
ロ
シ
ア
文
学
の
流
れ
の
中
で

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
は
一
七
九
四
年
に
書
き
始
め
ら
れ
、
す
ぐ
に
写
本
で
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
七
九
八
年
に
最
初
の
三
部
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
出

版
さ
れ
、

一
八

O
九
年
に
第
四
部
を
増
補
し
た
も
の
が
出
版
さ
れ
る
。
た
だ
し

七



こ
の
最
初
の
出
版
は
作
者
の
知
ら
な
い
う
ち
に
マ
ク
シ
ム
・
パ
プ
ラ
と

0
・
ヵ

メ
ネ
ツ
キ
ー
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
表
題
も
ロ
シ
ア
語
で

国
図
。
凶
H
H
P

冨
釦
旬
。
唱
。
ロ
ロ
国
凶
口
民
国
国

筒

ω回見

同
2
u
o旬国民
O
凶mw
岡田釦旬

出
陣

同向。

sa－g
s
E向
と
表
記
さ
れ
て
い
た
。

一
八

O
八
年
の
第
二
版
も
同
じ
二
人

に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
が
同
じ
表
題
を
持
っ
て
お
り
、

コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー

自
身
に
よ
る
出
版
は
第
四
部
を
加
え
た
一
八

O
九
年
の
版
で
あ
っ
た
。
こ
の
際

も
表
題
は
ロ
シ
ア
語
で
回
署
員

h
E
S釦

ω
E
E
P
5
5
8宮
口

nsn尻島

泊
ω回
属
国
冊
目
】
。
旬
。
録
。
同
国
釦
筒
国
・
民
泊
0
・H－凶旬。回口民国】

F
g
s
s
u
回口口同】品目旬。国民剛志嗣

国
泊
。
同
O
旬
国
冊
目
同
州
富
岡
唱
0
4
回
一
塁
口
可
申
諸
国
民
阿
国
ω
N
H
m
w
E
島
と
書
か
れ
て
い
た
。

ず
れ
の
版
も
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
出
版
さ
れ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
固
有
の
語
曇
を
ロ

シ
ア
語
で
説
明
し
た
ロ
シ
ア
語
｜
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
辞
典
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
こ
の
作
品
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
近
代
文
学
最
初
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
あ

く
ま
で
も
ロ
シ
ア
人
読
者
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

こ
の
作
品
の
内
容
は
ロ
l
マ
の
詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
叙
事
詩
『
ア
エ
ネ
l

イ
ス
』
（
紀
元
前
一
九
頃
）

の
パ
ロ
デ
ィ
的
翻
案
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
パ
ロ

デ
ィ
的
翻
案
は
古
く
は
ス
カ
ロ
ン
の
『
仮
装
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
』

F
O
〈片側品目。

件
吋
岱

4
0
由
民
（
一
六
四
八
）
を
は
じ
め
、
古
典
主
義
時
代
に
広
く
行
わ
れ
た
。

シ
ア
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
ル
マ
ウ
ア

l
E
C
B釦己
2
の
翻
案
を
モ
デ
ル

に
し
た
ニ
コ
ラ
イ
・
オ
シ
ポ
フ
国
・
。
口
出
口
白
（
一
七
五
一
｜
一
七
九
九
）

『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
回
呂
田
自
由
釦

ω国
包
貴
P
国自国
O
唱。
4
0
同
国
田
恒
国
印
国
印
国
印
国
民
可

（
一
七
九
一

1

一
七
九
六
）
が
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
の
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
の

七

直
前
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
完
結
編
は
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
の
『
エ
ネ
イ
l

ダ
』
の
第
一
部
の
出
版
後
コ
テ
リ
ニ
ツ
キ
ー
に
よ
っ
て
書
か
れ
、

一
八

O
O年

国

か

ら

一

八

O
一

年

に

か

け

て

出

版

さ

れ

た

（
そ
の
テ
キ
ス
ト
は

［

4
0
寓
回
目
。
回
口
見
出
陣

呂
ωω
］
所
収
）
。
こ
の
作
品
は
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
の

『
エ
ネ
イ

1
ダ
』
の
直
接
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
が
、
作
品
の
評
価
は
オ
シ
ポ
フ

の
も
の
よ
り
も
コ
ト
リ
ャ
レ
フ
ス
キ
ー
の
も
の
が
は
る
か
に
高
い

（
プ
l
シ
キ

ン
の
『
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ
l
ラ
』
は
そ
の
発
表
当
時
、

ド
ミ
l
ト
リ
エ
フ

に
よ
っ
て
こ
の
オ
シ
ポ
フ
の
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
の
二
番
煎
じ
と
批
判
さ
れ
て
い

し、

る
［

E
g
E
円山道回一寸｛）斗］）。

コ
ト
リ
ャ
レ
フ
ス
キ
l
の
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
は
原
作
を
完
全
に
換
骨
奪
胎
し

ウ
ク
ラ
イ
ナ
化
し
た
も
の
で
、

い
わ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
衆
の
生
活
と
習
俗
の
百

科
事
典
と
も
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
ブ
ル
マ
ウ
ア
l
に
お
い
て
コ
ー
ヒ
ー
－
ハ

ウ
ス
だ
っ
た
場
面
は
ウ
オ
ツ
カ
を
あ
お
る
酒
場
の
場
面
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る。
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
は
形
式
的
に
は
古
典
主
義
時
代
の
ロ
シ
ア
の
叙
事
詩
に
伝

統
的
な
四
脚
の
ヤ
ン
ブ
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
元
来
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
移

植
し
た
音
節
詩
法
を
十
七
世
紀
ま
で
の
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
は

ロ

用
い
て
い
た
の
だ
が
、

そ
れ
を
さ
ら
に
移
植
し
た
十
八
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
で

は
ト
レ
ジ
ャ
コ
ア
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
作
詩
法
は
音
節
力
点
詩
法
に
移
行
し
た
。

の

ロ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
て
以
降
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
こ
の
音
節
力
点
詩
法
は
逆
輸
入

さ
れ
、
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
の
父
と
も
言
わ
れ
る
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
は

」
の
詩
法
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
最
初
に
用
い
た
詩
人
の
一
人
で
あ
っ
た



［
∞
仲
円
四

O

円。ロ｝向。

］－
h
v
h山
】
一

A
N・品

ω］。

ゴ
l
ゴ
リ
が
こ
の
作
品
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
は
一
八
二
六
年
か
ら
一
八
三

二
年
に
か
け
て
作
ら
れ
た
彼
の
『
一
切
合
切
帳
』
に
「
エ
ピ
グ
ラ
フ
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
こ
の
作
品
か
ら
の
二
二
ヵ
所
も
の
抜
書
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
。
そ
の
一
つ
は
聖
ヨ
ハ
ネ
祭
即
ち
イ
ワ
ン
・
ク
パ
l
ラ
前
夜
に
つ
い
て
の

習
俗
を
描
い
た
部
分
で
あ
り
、
ゴ
l
ゴ
リ
が
そ
れ
を
『
デ
ィ
カ
l
ニ
カ
近
郷
夜

話
』
に
収
め
ら
れ
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
の
」
の
処
女
作
で
あ
る
『
イ
ワ
ン
・
ク

パ
l
ラ
の
前
夜
』
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
の
作
品
で
は
主
人
公
エ
ネ
イ
は
ザ
ポ
ロ
l
ジ
ェ
・
コ
サ
ッ
ク
の
若
者
に
設

定
さ
れ
、
主
人
公
の
人
格
の
抽
象
的
高
潔
さ
が
パ
ロ
デ
ィ
の
対
象
と
な
っ
て
い

る。

エ
ネ
イ
は
世
界
を
放
浪
し
、
地
獄
を
巡
る
。
そ
の
物
質
的
下
層
へ
の
志
向
、

祝
宴
の
イ
メ
ー
ジ
、
神
学
校
の
知
的
伝
統
を
ひ
い
た
言
語
遊
戯
の
頻
出
な
ど
に

お
い
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
バ
ロ
ッ
ク
と
ゴ
l
ゴ
リ
を
結
び
つ
け
る
環
と
い
う
べ

き
作
品
で
あ
り
、

一
種
の
カ

1
ニ
ヴ
ァ
ル
文
学
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

例
を
挙
げ
れ
ば
、
『
デ
ィ
カ

1
ニ
カ
近
郷
夜
話
』
第
一
部
の
序
文
に
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
後
の
名
詞
に
ラ
テ
ン
語
風
の
語
尾
・

5
を
つ
け
て
喋
る
ラ
テ
ン
語
か
ぶ
れ

の
神
学
校
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
神
学
校
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
言
語
遊
戯
で
『
エ
ネ
イ

1
ダ
』
に
は
頻
出
す

る
手
法
で
あ
っ
た
。
パ
フ
チ
ン
は
こ
の
箇
所
を
ラ
ブ
レ
！
と
直
接
比
較
し
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
の
『
エ
ネ
イ

l
ダ
』
の
影
響

を
指
摘
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ラ
プ
レ
ー
と
の
直
接
的
な
類
似
は
む
し
ろ
コ
ト

リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
に
著
し
い
の
で
あ
っ
て
、

」
れ
は
ま
た
独
立
し
た
研
究
テ
l

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
に
お
け
る
ゴ

l
ゴ
リ

マ
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
［

ωピ
同
国
出
口
宮
内
国
酔

一号。
mv
］。

さ
て
こ
こ
で
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
よ
る
最
初
の
作
品
が
パ
ロ
デ
ィ
叙
事
詩

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
同
時
代
に
ロ
モ
ノ
l
ソ
フ

に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
古
典
主
義
の
ジ
ャ
ン
ル
の
分
類
と
定
義
で
は
、
教
会

ス
ラ
ヴ
語
な
ど
の
文
語
で
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
悲
劇
や
歴
史
叙
事
詩
な

ど
の
高
位
の
ジ
ャ
ン
ル
と
は
異
な
り
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
は
口
語
や
方
言

で
書
い
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
コ
ト
リ
ャ
レ
フ

ス
キ
ー
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
す
な
わ
ち
当
時
の
小
ロ
シ
ア
方
言
を
ロ
シ
ア
文
学
の

規
範
の
中
で
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
が
あ
る
。
し
か
し
宮
廷
文
学
と
し
て

展
開
し
た
ロ
シ
ア
古
典
主
義
に
お
け
る
パ
ロ
デ
ィ
叙
事
詩
と
は
異
な
り
、

ウ

ク

ラ
イ
ナ
の
パ
ロ
デ
ィ
叙
事
詩
は
民
衆
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
密
接
に
結
び
つ
い
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
パ
ロ
デ
ィ
文
学
の
伝
統
の
延
長
上
に
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
小
説
家
ゴ
l
ゴ
リ
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
パ
ロ
デ
ィ
叙
事
詩
と

は
パ
フ
チ
ン
の
言
う
よ
う
に
、
叙
事
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
は
む
し
ろ
叙
事
詩
の
イ
メ
ー
ジ
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
パ
フ
チ
ン
は
「
ス
カ
ロ
ン
の
『
仮
装
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
』
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
」
と
し
、
こ
の
よ
う
な
パ
ロ
デ
ィ
が
「
他
者
の
直
線
的

な
言
葉
を
描
写
す
る
た
め
の
最
も
古
く
、
ま
た
最
も
広
汎
に
普
及
し
た
形
式
」

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
生
真
面
目
な
詩
的
言
語
を
解
体
し
、
相
対
化
す
る
機
能
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

［
パ
フ
チ
ン

一
九
九
六
二
一
二
五
｜

二
ハ
］
。
パ
フ
チ
ン
に
よ
れ
ば
歴
史
的
に
は
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
が
小
説
を

七



言
語
的
に
準
備
し
た
の
だ
が
、
こ
の
指
摘
は
詩
的
言
語
を
志
向
し
な
が
ら
、
散

文
に
移
行
し
た
初
期
ゴ

l
ゴ
リ
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
が
ジ
ャ
ン
ル
的
に
大
き
な
関
連
を
持
つ
ゴ

l
ゴ

リ
の
作
品
は
『
死
せ
る
魂
』
で
あ
ろ
う
。
「
叙
事
詩
」
口
ou冨
釦
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
規
定
を
自
ら
に
し
な
が
ら
『
死
せ
る
魂
』
は
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
に
お
け
る

「
陽
気
な
地
獄
め
ぐ
り
」
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
反
叙
事
詩
的
な
カ
l

ニ
パ
ル
文
学
だ
か
ら
で
あ
る
。
パ
フ
チ
ン
は
『
叙
事
詩
と
小
説
』
の
中
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「ゴ

l
ゴ
リ
の
『
死
せ
る
魂
』
に
触
れ
て
お
こ
う
。
ゴ

l
ゴ
リ
は
自
分
の
叙

事
詩
の
形
式
と
し
て
『
神
曲
』
を
心
に
描
い
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
は
自
分
の

仕
事
の
偉
大
さ
が
こ
の
形
式
で
思
い
浮
か
べ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
結
果

と
し
て
生
ま
れ
た
の
は
メ
ニ
ッ
ポ
ス
的
風
刺
で
あ
っ
た
。
［
：
・
］
ゴ

l
ゴ
リ
の
悲

劇
は
あ
る
程
度
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
の
悲
劇
で
あ
っ
た
。
」
［
国
民
－
同
国
間

］
巴
斗
一
山
一
品
、
『
（
〕
〕

［
パ
フ
チ
ン

一
九
八
二
日
二
四
九

l
二
五

O
］

『
神
曲
』
が
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
『
ア
エ
ネ
i
イ
ス
』
を
意
識
し
た
叙
事
文

学
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
神
曲
』
に
お
い
て
作
者
ダ
ン
テ
の
先
導
者
と
し
て
ほ

か
な
ら
ぬ
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
が
、
ゴ

l
ゴ
リ

が
無
意
識
に
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
関
わ
っ
た
の
は
叙
事
詩
『
神
曲
』
に
よ
っ
て

で
は
な
く
パ
ロ
デ
ィ
叙
事
詩
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
に
よ
っ
て
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
ま
ず
第
三
章
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
用
い
ら
れ
た
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
の
テ
キ

ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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一

お
い
ど
ん
な
若
者
か
見
た
か
？

ち
ょ
っ
と
そ
ん
じ
よ
そ
こ
ら
に
は
お
る
ま
い
て

ウ
オ
ツ
カ
を
ビ
l
ル
み
た
い
に
あ
お
っ
ち
ま
，
つ
ん
だ

こ
こ
は
シ
チ
リ
ア
に
漂
着
し
た
エ
ネ
イ
の
一
行
が
、
父
ア
ン
キ
l
セ
ス
の
追

善
供
養
の
あ
と
拳
闘
試
合
を
催
す
こ
と
に
な
る
場
面
（
原
作
の
第
五
巻
）

で、

天
上
か
ら
そ
れ
を
の
ぞ
く
酔
っ
払
っ
た
ヴ
ァ
ッ
カ
ス
が
ウ
ェ
ヌ
ス
に
自
分
の
応

援
す
る
闘
士
エ
ン
テ
ル
ル
ス
を
自
植
民
し
て
語
る
言
葉
。
神
々
の
高
尚
な
言
葉
の

農
民
の
言
語
へ
の
格
下
げ
で
あ
る
。
第
二
部
第
三
十
四
連
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
拳
闘
は
ロ

l
マ
の
み
な
ら
ず
ザ
ポ
ロ

1
ジ
ェ
・
コ
サ
ッ
ク
の
伝
統
的

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
『
タ
ラ
ス
・
ブ
l
リ
パ
』
の
冒
頭
部
分
で
タ
ラ
ス
の
息
子

オ
ス
タ
ッ
プ
が
神
学
校
か
ら
戻
っ
て
き
た
際
に
、

タ
ラ
ス
と
オ
ス
タ
ッ
プ
が
拳

闘
を
す
る
場
面
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
パ
フ
チ
ン
は
「
農
神
祭
」
の
「
ユ

l

ト
ピ
ア
的
殴
打
」

カ
ー
ニ
バ
ル
・
タ
イ
プ
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
、

で
あ
り
、

と
し
て
い
る
が

一
九
八
二

a
二
一
一
］
、
実
際
に
は
こ
の
場
面

［
パ
フ
チ
ン

の
源
泉
は
明
ら
か
に
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
こ
で
言
及
さ
れ

て
い
る
「
若
者
」
は
こ
の
章
の
本
文
に
登
場
す
る
「
若
者
」
、
即
ち
主
人
公
チ
ェ



レ
ヴ
ィ

l
ク
の
娘
パ
ラ
l
シ
ャ
の
恋
人
を
合
意
し
て
い
る
。

第
四
章
の
エ
ピ
、
グ
ラ
フ
は
次
の
通
り

×
o↓
『
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〉
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、

主。

-I 
0 

栄一

z
E、
。
Q
L玄

E
、↓
0
品川、

R
O〉
玄

4
Q
R
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O
K
Y
玄
↓
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・

．．
 

た
と
え
男
が
気
に
い
ら
ず
と
も

も
し
も
ほ
ら
女
が
望
む
な
ら

機
嫌
を
取
ら
に
ゃ
あ
な
ら
な
い
ぞ

」
こ
は
民
話
の
魔
女
パ

1
パ
・
ヤ
ガ
l

（
原
作
の
シ
ビ
ュ
ル
ラ
が
民
話
の
登

場
人
物
に
格
下
げ
さ
れ
て
い
る
）
と
共
に
地
獄
に
降
り
た
エ
ネ
イ
が
そ
こ
で
苦

し
む
女
た
ち
の
姿
を
見
て
も
ら
す
言
葉
。
第
三
部
八
四
連
か
ら
取
ら
れ
て
お
り
、

原
作
の
第
六
巻
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
は
恐
妻
家
チ
ェ
レ
ヴ
ィ

1
ク
の
後
妻
ヒ
｜

ヴ
リ
ャ
に
対
す
る
態
度
に
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。

第
八
章
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
次
の
通
り
。

・コ
F記
R
Q回

va一の↓、
〉
〉

O
目、

。00
O
R
Q、

豆
O
回

穴
Q

．一．工

て
目
。
の
『
一

ω
Q
d
uて
の
玄
由
。
『

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
に
お
け
る
ゴ

l
ゴ
リ

w 

コ
o↓O
R〉
Q

↓Q
O
O
R
0
・

zooQ 

尻
尾
を
犬
の
よ
う
に
巻
い
て

カ
イ
ン
の
よ
う
に
全
身
が
た
が
た
震
え

鼻
か
ら
は
か
ぎ
夕
、
パ
コ
が
こ
ぼ
れ
落
ち
た

こ
こ
で
は
『
子
不
イ
l
ダ
』
の
第
一
部
五
十
連
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
省
略

さ
れ
た
主
語
は
エ
ネ
イ
で
あ
り
、
ゼ
ウ
ス
の
不
興
を
恐
れ
る
エ
ネ
イ
を
描
い
て

い
る
。
本
文
で
悪
魔
の
恐
怖
に
懐
く
チ
ェ
レ
ヴ
ィ
l
ク
を
暗
示
し
て
い
る
。

さ
て
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
に
次
い
で
コ
ト
リ
ャ
レ
フ
ス
キ
l
の
作
品
で
有
名
な

の
は
二
つ
の
民
衆
喜
劇
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
「
小
ロ
シ
ア
の
オ
ペ
ラ
」
と
題

さ
れ
た
『
ナ
タ
ル
カ
・
ボ
ル
タ
ウ
カ
』
で
あ
り
、
登
場
人
物
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民

謡
を
歌
い
な
が
ら
演
じ
る
音
楽
劇
で
あ
る
。
ま
た
も
う
一
つ
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
風
刺
的
民
衆
喜
劇
に
特
徴
的
な
ロ
シ
ア
人
兵
士
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用

い
た
『
魔
法
使
い
の
兵
士
』
で
あ
る
。
前
者
は
一
八
三
八
年
に
ハ
リ
コ
フ
で
、

後
者
は
一
八
四
一
年
に
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
戯
曲
は
、

彼
が
ポ
ル
タ
ワ
に
戻
っ
た
後
彼
が
支
配
人
を
し
て
い
た
当
地
の
劇
場
の
た
め
に

書
い
た
も
の
で
、

一
八
一
七
年
頃
に
は
既
に
上
演
さ
れ
、
手
稿
の
形
で
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
前
者
の
戯
曲
は
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
音
楽
の
父
と

言
わ
れ
る
ミ
コ
ラ
・
ル
ィ
セ
ン
コ
に
よ
っ
て
一
八
八
九
年
に
オ
ペ
ラ
に
作
曲
さ

れ
て
い
る
。
後
者
の
戯
曲
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
ゴ
l
ゴ
リ
が
『
ソ
ロ
l
チ
ン

ツ
ィ
の
定
期
市
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
用
い
て
い
る
彼
の
父
ワ
シ
l
リ
・
ホ
l
ホ

七
五



リ
の
喜
劇
『
ロ
マ
ン
と
パ
ラ
l
ス
イ
カ
』
に
対
す
る
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
l
ゴ
リ
が
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
の
み
な
ら
ず
こ
れ
ら
の
戯
曲
を
も
知
っ
て
い
た

」
と
は
充
分
あ
り
う
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
農
民
が
主
人
公
と
な
る
こ
れ
ら
の
喜
劇
で
は
、
当
然
登
場
人
物

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
話
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
こ
と
も
形
式
的
に
は
古
典
主

義
喜
劇
に
は
許
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
『
魔
法
使
い
の
兵
士
』
に
お
い
て
は
主

人
公
の
ロ
シ
ア
人
兵
士
は
ロ
シ
ア
語
を
話
す
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
事
実
上
こ

の
戯
曲
は
ロ
シ
ア
語
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
パ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
喜
劇
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
多
言
語
性
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
十
七
世
紀
の
イ
ン
テ
ル
メ
l

デ
ィ
ア
の
特
徴
で
あ
り
、

そ
の
系
譜
は
後
に
検
討
す
る
ワ
シ
i
リ
・
ホ
l
ホ
リ
、

夕
、
ヴ
ィ
ト
カ

H
オ
ス
ノ
ヴ
ィ
ヤ
ネ
ン
コ
へ
と
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。

五

『
日
一
那
と
犬
』
と
フ
ラ
l
ク
H
ア
ル
テ
モ
フ
ス
キ
ー

コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
に
次
い
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
古
典
主
義
を
代
表
す
る
作
家

と
し
て
登
場
す
る
の
は
、

ペ
ト
ロ
・
フ
ラ
l
ク
H

ア
ル
テ
モ
ア
ス
キ
ー

「
ヨ
向
詰
l
k
p匂
4
0
買
面
白
見
出
陣
」
（
一
七
九

0
1
一
八
六
五
）

で
あ
る
。
彼
は
キ
エ

フ
地
方
の
司
祭
の
家
に
生
ま
れ
、

キ
エ
フ
の
神
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん
だ
後
ハ

リ
コ
フ
大
学
に
入
学
、

一
八
二
五
年
以
来
そ
こ
で
教
授
を
勤
め
、

一
八
四
一
年

に
は
学
長
と
な
っ
た
。
彼
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
作
品
で
最
も
有
名
な
も
の
は
寓

話
詩
で
あ
る
。
寓
話
詩
は
パ
ロ
デ
ィ
ー
叙
事
詩
と
同
様
に
古
典
主
義
に
特
徴
的

な
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
。
彼
は
全
部
で
七
篇
の
寓
話
詩
を
書
い
た
が

（
そ
の
中
に

七
六

は
『
ソ
ロ

l
ピ
イ
と
ヒ

l
ヴ
リ
ャ
』
と
い
う
『
ソ
ロ

l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』

の
登
場
人
物
と
同
名
の
主
人
公
が
出
て
く
る
も
の
が
あ
る
）
、

そ
の
際
ポ
l
ラ

ン
ド
の
古
典
主
義
作
家
イ
グ
ナ
l
ツ
ィ
・
ク
ラ
シ
ツ
キ
古
ロ
宮
山
、

同
同
問
田
仲

nwF

（
一
七
三
五
｜
一
八

O
一
）
の
書
い
た
寓
話
詩
を
モ
デ
ル
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
フ
オ
｜

ク
ロ
ア
の
語
法
と
言
語
に
よ
っ
て
こ
れ
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
化
し
た
の
で
あ
る
。

『
ソ
ロ

1
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
の
第
十
二
章
の
エ
ピ
、
グ
ラ
フ
に
用
い
ら
れ
た

『
日
一
那
と
犬
』
口
問
国
語

g
a
m民
俗
（
一
八
一
八
）

は
そ
の
中
で
も
最
も
知
ら

れ
た
も
の
で
、

ク
ラ
シ
ツ
キ
の
同
名
の
作
品
司
自

立
2
の
訳
で
あ
る
。

ク
ラ
シ
ツ
キ
の
原
作
は
一
七
七
九
年
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
原
詩
は
警
句
的
な

四
行
詩
で
あ
る
。
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犬
が
泥
棒
に
吠
え
た
。
犬
は
一
晩
中
吠
え
続
け
た
。

翌
朝
犬
は
日
一
那
を
起
こ
し
た
、

と
い
う
の
で
殴
ら
れ
た
。

次
の
夜
犬
は
ぐ
っ
す
り
眠
り
、
泥
棒
を
待
ち
受
け
な
か
っ
た
。

そ
の
家
に
泥
棒
が
入
り
、
犬
は
吠
え
な
か
っ
た
の
で
殴
ら
れ
た
。



フ
ラ

1
ク
H
ア
ル
テ
モ
ア
ス
キ
ー
は
登
場
人
物
の
せ
り
ふ
を
直
接
話
法
で
具

体
的
に
描
き
出
し
、
こ
れ
を
一
八
三
行
に
ま
で
膨
ら
ま
せ
た
。

エ
ピ
グ
ラ
フ
に

用
い
ら
れ
た
の
は
次
の
七
二
｜
七
六
行
で
あ
る
。
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口
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吋
岡
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5
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回

。
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居
間
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吉
田
自
民

［

H
J可
旬
印
刷
向
l
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H
即
日
高
。
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国
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H
m
v
N斗
一
］
『
｛
）
∞
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「
日
一
那
方
、

一
体
な
ん
で
お
い
ら
が
悪
い
ん
で
？

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
お
い
ら
を
い
じ
め
る
ん
で
？

ー
わ
れ
ら
が
哀
れ
な
犬
は
言
っ
た
｜

ど
う
し
て
そ
ん
な
に
お
い
ら
を
笑
い
も
の
に
す
る
ん
で
？

何
故
、
何
故
？
」
そ
う
い
う
と
脇
腹
を
つ
か
む
と
苦
い
涙
を
さ
め
ざ
め

と
流
し
た
。

ク
ラ
シ
ツ
キ
の
原
作
で
一
晩
中
吠
え
ら
れ
て
眠
れ
な
か
っ
た
と
旦
那
に
ぶ
た

れ
、
次
の
日
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
吠
え
な
か
っ
た
た
め
に
泥
棒
に
入
ら
れ
、
ま
た

殴
ら
れ
た
犬
は
フ
ラ
l
ク

H
ア
ル
テ
モ
フ
ス
キ
ー
の
こ
の
作
品
で
は
リ
ャ
プ
コ

と
い
う
名
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
独
自
を
行
う
。
不
条
理
な
迫
害
に
対
す
る
プ
ロ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
に
お
け
る
ゴ

l
ゴ
リ

テ
ス
ト
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
一
緒
に
縛
り
上
げ
ら
れ
散
々
な

日
に
あ
っ
た
主
人
公
チ
ェ
レ
ヴ
ィ
l
ク
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
リ
ャ
プ
コ
の
独
自
が
、
『
外
套
』
の
主
人
公
ア
カ

l
キ
イ
・
ア
カ
ー
キ
エ

ヴ
ィ
チ
が
文
書
課
で
か
ら
か
わ
れ
た
際
に
き
ま
っ
て
発
す
る
「
私
に
か
ま
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
な
ん
だ
っ
て
あ
な
た
が
た
は
私
を
侮
辱
す
る
ん
で
す
か
」
と

い
う
言
葉
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
恐
ら
く
偶
然
で
は
な
い
。

フ
ラ
l
ク

H
ア
ル
テ
モ
ア
ス
キ
ー
は
寓
話
詩
の
他
に
も
ホ
ラ
チ
ウ
ス
の
オ
l

ド
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
訳
し
た
り
、
ゲ
ー
テ
の
バ
ラ
ー
ド
『
漁

師
』
や
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
バ
ラ
ー
ド
『
ト
ヴ
ァ
ル
ド
フ
ス
カ
夫
人
』
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
語
訳
を
試
み
た
り
し
た
。
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ー
ド
は
初
期
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

ロ
マ
ン
主
義
の
作
品
と
も
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

ーム.
／、

ワ
シ
i
リ
・
ホ
l
ホ
リ
と
『
ロ
マ
ン
と
パ
ラ
l
ス
イ
カ
』

『
エ
ネ
イ
l
ダ
」
と
共
に
『
ソ
ロ

l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
の
各
章
の
エ
ピ

グ
ラ
フ
と
し
て
そ
の
作
品
が
最
も
多
く
取
ら
れ
て
い
る
の
が
「
小
ロ
シ
ア
の
喜

劇
」
と
題
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
は
作
者
名
は
書

か
れ
て
い
な
い
が
、
ゴ

l
ゴ
リ
の
父
ワ
シ

l
リ
・
ホ

1
ホ
リ
切
宮
図
面
u

吋
O
B旬伊

（
ホ
l
ホ
リ

H
ヤ
ノ
ア
ス
キ
ー
吋

0
3旬
伊
｜
泊
図
。
国
自
民
国
防
と
も
、

一
七
七
七
｜
一

八
二
五
）

の
作
品
で
あ
る
。
彼
は
ボ
ル
タ
ワ
地
方
ミ
ル
ゴ
ロ
ド
近
郊
の
連
隊
の

書
記
の
家
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
と
同
じ
く
ボ
ル
タ
ワ
の

セ
ミ
ナ
リ
ウ
ム
で
学
ん
だ
。
彼
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
よ
る
喜
劇
の
作
家
で
、
宣
同

七
七



劇
役
者
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
一
二
年
か
ら
一
八
二
五
年
に
か
け
て
キ
ビ
ン

ツ
ィ
村
に
あ
っ
た
ド
ミ
ト
ロ
・
ト
ロ
シ
チ
ン
ス
キ
l
の
劇
場
の
支
配
人
を
し
て

お
り
、
知
ら
れ
る
限
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
よ
る
二
つ
の
戯
曲
を
こ
の
劇
場
の
た

め
に
残
し
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
『
ロ
マ
ン
と
パ
ラ
1

ス
イ
カ
』
勺
O
三
Q
工

4
0
コ
Q
U
Q
2
5
、
あ
る
い
は
『
抜
け
作
』
コ
ち
O
Q
Q
R
と
題
さ
れ
た
作
品
で
、

も
う
一
つ
は
『
犬
羊
』
の
O
O
O
R
Q
由
一
宮
包
で
あ
る
。
上
演
さ
れ
た
の
は
一
八
二

二
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
で
、
ゴ
l
ゴ
リ
が
そ
の
上
演
を
見
て
い
る
可
能
性

は
高
い
が
、
作
品
そ
の
も
の
が
書
か
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
も
っ
と
以
前
で
あ
ろ

ぅ
。
前
者
の
テ
キ
ス
ト
は
雑
誌
『
オ
ス
ノ
ー
ヴ
ァ
』
で
一
八
六
二
年
に
初
め
て

活
字
化
さ
れ
た
。

ソ
連
時
代
に
は
刷
、
告
白
宮
内

E
勉
強
gsqM背
骨
同
苦
闘
S
．

回
。
旬
。
回
国
露
出
同
’

q。
弘
司
旬
・
民
包
囲
・

5
8・
に
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
収
録
さ
れ

て
い
る
が
残
念
な
が
ら
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
後
者
の
テ
キ
ス
ト
は
残
さ
れ
て

い
な
い
。
ゴ
l
ゴ
リ
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
こ
の
父
の
喜
劇
を
上
演
し
よ
う
と
い

う
希
望
を
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

ワ
シ
l
リ
・
ホ
l
ホ
リ
は
ま
た
ロ
シ
ア

語
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
両
言
語
で
詩
作
も
行
っ
て
い
た
。

『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
に
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は

す
べ
て
前
者
の
『
ロ
マ
ン
と
パ
ラ
l
ス
イ
カ
』
だ
が
、
こ
の
作
品
に
は
前
述
の

コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
の
喜
劇
『
魔
法
使
い
の
兵
士
』
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
で
は
二
、
六
、
七
、

一
O
章
に
前
者

の
作
品
か
ら
エ
ピ
‘
グ
ラ
フ
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
特
徴
は
、

ウ
ク
ラ

イ
ナ
語
、

ロ
シ
ア
語
、
教
会
ス
ラ
ヴ
語
な
ど
が
入
り
乱
れ
る
多
言
語
性
に
あ
り
、

『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
に
も
そ
の
影
響
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ゴ
l
ゴ

七
八

リ
は
こ
の
短
編
の
プ
ロ
ッ
ト
も
こ
の
父
の
戯
曲
か
ら
借
り
て
お
り
、

マ
ン
に
よ

れ
ば
登
場
人
物
の
台
調
に
も
こ
の
戯
曲
か
ら
の
借
用
が
あ
る
［
マ
ン

一
九
九

一
一
二
二
六
七
］
。
恐
ら
く
こ
こ
で
の
定
期
市
の
描
写
も
や
は
り
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
は
次
の
引
用
が
用
い
ら
れ
て
い

る。
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い
や
は
や
こ
れ
は
！

い
っ
た
い
定
期
市
に
な
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う

か
？

車
輪
に
ガ
ラ
ス
器
、
輪
に
塗
る
タ
l
ル
に
煙
草
、
革
に
葱
、
ぁ

り
と
あ
ら
ゆ
る
商
人
た
ち
・

．．
 

も
し
も
ポ
ケ
ッ
ト
に
三

O
ル
1
ブ
り
あ
っ

た
と
し
て
も
、
定
期
市
を
丸
ご
と
買
い
占
め
る
こ
と
は
で
き
ま
い
よ
。

第
六
章
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
同
じ
作
品
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
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あ
ら
大
変
、

ロ
マ
ン
が
来
る
わ
、
あ
の
人
は
す
ぐ
に
も
私
を
散
々
ぷ
つ

で
し
ょ
う
。
そ
し
た
ら
あ
な
た
も
ホ
マ
ー
さ
ん
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
わ
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
ロ
マ
ン
は
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
の
主
人
公

チ
ェ
レ
ヴ
ィ
l
ク
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
章
と
同
じ
よ
う
な

主
人
公
の
妻
と
僧
侶
の
逢
引
の
場
面
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。

第
七
章
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
次
の
と
お
り

叶
a
釦
叶
可
吋

4
U『－
h
窓
口
仲
筒
噌
露
。
口
同
V
口
釦
国
冊
一

さ
て
そ
こ
で
摩
詞
不
思
議
な
出
来
事
な
の
で
す
、
貴
方
！

第
十
章
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
次
の
と
お
り

ロヨ
40ar
ロ
E
4
0
a
r
n
B
S
5
2
5
5
5
5
2
5
一

消
え
よ
、
離
れ
よ
、
悪
魔
の
誘
惑
よ
！

こ
れ
ら
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
、

い
ず
れ
も
仕
組
ま
れ
た
怪
談
に
懐
く
主
人
公
を

描
写
し
た
部
分
で
あ
り
、
本
文
の
展
開
と
照
応
し
て
い
る
。
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ

の
定
期
市
』
が
こ
の
父
ワ
シ

l
リ
の
喜
劇
の
散
文
化
、
と
い
う
性
格
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
に
お
け
る
ゴ

l
ゴ
リ

七

『
ソ
ロ
！
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
以
降
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学

こ
う
し
て
『
ソ
ロ

i
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
用
い
ら
れ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
に
は
次
の
共
通
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

ず
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
除
く
そ
れ
ら
の
文
学
は
形
式
的
に
は
い
ず
れ
も
古
典
主
義

の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
ロ
シ
ア
古
典
主
義
の
ジ
ャ

ン
ル
体
系
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
低
位
の
ジ
ャ
ン
ル
パ
ロ
デ
ィ
叙

事
詩
、
寓
話
詩
、
喜
劇
｜
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ジ
ヤ

ン
ル
に
は
い
ず
れ
も
方
言
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
た
め
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
作

家
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
、
当
時
の
小
ロ
シ
ア
方
言
で
書
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
が
こ
れ
ら

「
低
位
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
集
中
し
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
十
九
世
紀
初
頭
の

ベ
ラ
ル
l
シ
に
お
い
て
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
の
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
を
追
う
よ

う
に
作
者
不
明
の
『
ア
エ
ネ

l
イ
ス
』
の
パ
ロ
デ
ィ
が
ベ
ラ
ル

l
シ
語
（
当
時

の
「
白
ロ
シ
ア
方
言
」
）

（

ω
m
m
t
h
m凶

で
書
か
れ

E国
民
国
曲
目
冨
4
）
、
近
代
ベ
ラ

ル
l
シ
文
学
の
晴
矢
と
な
る
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
エ
ピ
、
グ
ラ
フ
は
ゴ
l
ゴ
リ
の
同
時
代
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
は
ま

だ
芸
術
的
散
文
の
た
め
の
文
語
と
し
て
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

を
も
示
し
て
い
る
。
実
際
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
よ
る
芸
術
的
散
文
の
創
始
者
と

な
っ
た
の
は
ク
ヴ
ィ
ト
カ

H
オ
ス
ノ
ヴ
ィ
ヤ
ネ
ン
コ
で
あ
り
、

そ
れ
は
一
八
三

四
年
に
出
版
さ
れ
た
短
編
集
『
小
ロ
シ
ア
物
語
』
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

ロ
シ

七
九



ア
語
作
家
と
し
て
出
発
し
た
彼
は
、
明
ら
か
に
コ
ト
リ
ャ
レ
フ
ス
キ
l
と
ワ
シ
l

リ
・
ホ
l
ホ
リ
の
喜
劇
と
起
源
的
な
関
連
を
示
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
喜

劇
を
数
編
書
い
た
後
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
散
文
の
創
作
に
移
る
の
で
あ
る
。

フ
レ

ビ
ン
カ
は
一
八
四
一
年
に
ク
ヴ
ィ
ト
カ

H
オ
ス
ノ
ヴ
ィ
ヤ
ネ
ン
コ
、

コ
ト
リ
ャ

レ
ア
ス
キ
ー
、

シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
に
よ
る
文
学
作
品
を
集

め
た
文
集
『
燕
』
を
出
版
す
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
ペ
リ
ン
ス
キ

l
の
批
評
は

否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
次
の
よ
う
な
問
い
を
発
す
る
。

「
こ
の
世
に
小
ロ
シ
ア
語
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ

と
も
そ
れ
は
地
方
の
方
言
な
の
か
？

こ
の
問
題
に
答
え
る
と
そ
こ
か
ら
第

の
問
い
が
生
ま
れ
る
。
小
ロ
シ
ア
文
学
は
存
在
し
う
る
か
？

そ
し
て
小
ロ
シ

ア
出
身
の
文
学
者
は
小
ロ
シ
ア
語
で
書
く
べ
き
な
の
、
だ
ろ
う
か
？

最
初
の
問

い
に
は
肯
定
も
否
定
も
で
き
る
。
小
ロ
シ
ア
語
は
実
際
小
ロ
シ
ア
が
独
立
し
て

い
た
時
存
在
し
て
い
た
し
、
今
も
こ
の
栄
光
の
時
代
を
歌
っ
た
民
謡
の
記
念
碑

の
中
に
生
き
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
小
ロ
シ
ア
人
が
文
学
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
民
衆
詩
は
ま
だ
文
学
で
は
な
い
。
」
日
富
国
国
自
国
防

］－
m
v
m品
一
戸
、
『
∞
l
H
4む］

ペ
リ
ン
ス
キ
ー
が
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の

作
品
を
否
定
的
に
評
価
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が

［∞
43σ0門目
白

］忌∞
O
］、

そ
れ
と
対
照
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
あ
り
な
が
ら
ロ
シ
ア
語
で
書

い
た
ゴ
i
ゴ
リ
を
彼
は
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

近
代
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
を
代
表
す
る
詩
人
タ
ラ
ス
・
シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
は

八
四

O
年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
処
女
詩
集
『
コ
ブ
ザ
l
リ
』
を
出
版
す
る
。
そ

の
詩
的
言
語
は
明
ら
か
に
民
謡
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
古
典
主
義
の
枠
組
み
の

J¥ 
0 

中
か
ら
生
ま
れ
た
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
や
フ
ラ
l
ク
H

ア
ル
テ
モ
フ
ス
キ
ー

ら
の
韻
文
作
品
と
は
質
を
異
に
し
て
い
た
。

シ
ェ
フ
チ
ェ
ン
コ
は
ロ
マ
ン
主
義

に
属
す
る
作
家
だ
が
、
既
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
散
文
の
試
み
が
さ
れ
て
い
た
に
も

拘
ら
ず
、
彼
も
散
文
は
す
べ
て
ロ
シ
ア
語
で
書
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
八
四

0
年
代
ま
で
「
真
面
目
な
ジ
ャ
ン
ル
」
に
お
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
散
文
の
可
否

に
つ
い
て
は
作
家
・
批
評
家
双
方
の
側
か
ら
流
動
的
な
態
度
が
取
ら
れ
て
い
た

［

H
L
C白
日
同
三

］

5
4
H
一
品

ω－
K
H
h日
］
。

J¥ 

結
論

ロ
シ
ア
の
主
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
ロ
マ
ン
主
義
の
作
家
と
し
て
出
発
し
た
ゴ
l

ゴ
リ
は
、
戦
略
と
し
て
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
読
者
に
古
典
主
義
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学

の
系
譜
上
に
自
ら
の
作
品
を
提
示
し
て
見
せ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
代
の
ロ

シ
ア
文
学
の
視
野
を
想
定
し
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
の
イ
メ
l

ジ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
自
作
の
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
嚢
集
を
添

え
た
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』

に
ゴ
l
ゴ
リ
は
ロ
シ
ア
人
読
者
の
た
め
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
葉
集
を
添
え
た
。
共

に
ロ
シ
ア
人
読
者
を
想
定
し
た
そ
の
ス
タ
ン
ス
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
『
エ
ネ

イ
l
ダ
』
と
ロ
シ
ア
文
学
『
ソ
ロ

1
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
の
聞
に
我
々
が
現

在
考
え
る
ほ
ど
の
相
違
は
な
か
っ
た
。

散
文
の
文
語
と
し
て
ロ
シ
ア
語
を
選
ん
だ
ゴ
l
ゴ
リ
は
ロ
シ
ア
文
学
の
作
家

と
し
て
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
古
典
主
義
と
の
関
連
は
そ
れ
を



媒
介
と
し
て
無
意
識
に
で
あ
れ
ゴ
l
ゴ
リ
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
バ
ロ
ッ
ク
の
伝
統

と
密
接
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た

一
九
九
四
］
。
古
典
主
義
の

［
伊
東

枠
内
で
詩
的
言
語
を
相
対
化
し
う
る
低
位
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
登
場
し
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
近
代
文
学
を
ゴ
i
ゴ
リ
が
は
っ
き
り
と
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
稿

で
検
討
し
た
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ゴ
l
ゴ
リ
は

バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
イ
ン
テ
ル
メ
l
デ
ィ
ア
の
伝
統
を
継
承
し
た
民
衆
喜
劇
を
散

文
に
ジ
ャ
ン
ル
転
換
し
て
み
せ
た
（
ゴ
l
ゴ
リ
の
せ
り
ふ
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま

ま
使
っ
た
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
l
の
同
名
の
喜
歌
劇
が
成
功
し
た
の
は
こ
の
作
品
の

本
質
的
な
演
劇
性
を
示
し
て
い
る
）

の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
父
ワ
シ
l
リ
の

喜
劇
か
ら
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
は
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
ゴ

1
ゴ
リ
が
『
ソ
ロ

l
チ

ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
を
執
筆
し
た
一
八
一
一
二
年
と
い
う
年
は
プ
l
シ
キ
ン
が

『
ベ
l
ル
キ
ン
物
語
』
を
執
筆
す
る
年
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
文
学
に
お
い
て
は
詩

か
ら
散
文
に
ジ
ャ
ン
ル
の
転
換
が
進
行
す
る
時
期
だ
っ
た
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文

学
に
お
い
て
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
ク
ヴ
ィ
ト
カ
H
オ
ス
ノ
ヴ
ィ
ヤ
ネ
ン
コ
の
例
の

よ
う
に
、
喜
劇
か
ら
散
文
へ
の
転
換
と
い
う
ロ
シ
ア
文
学
と
は
異
な
る
独
特
の

形
を
取
っ
た
。
そ
れ
は
形
式
的
に
は
古
典
主
義
の
枠
内
で
行
わ
れ
た
転
換
で
は

あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
バ
ロ
ッ
ク
の
継
承
で
あ
っ
た
。
し
か
も
低
位
の
ジ
ャ
ン

ル
に
お
い
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
（
小
ロ
シ
ア
語
方
言
）
を
用
い
た
そ
の
作
品
は
、

現
象
的
に
は
一
般
庶
民
の
言
語
を
リ
ア
ル
に
描
き
出
す
、
と
い
う
特
徴
に
お
い

て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
書
き
出
し
に
お
い
て
ロ

マ
ン
主
義
的
な
詩
的
散
文
の
形
式
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
に
お
け
る
ゴ

l
ゴ
リ

民
衆
喜
劇
の
ロ
シ
ア
語
散
文
へ
の
転
換
、

と
い
う
戦
略
で
作
品
を
構
成
し
た

『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
は
、

そ
の
意
味
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
の
ロ

シ
ア
文
学
史
へ
の
突
出
現
象
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
自
然
派
」
と
し

て
の
ゴ
l
ゴ
リ
の
後
の
展
開
は
、
既
に
こ
の
よ
う
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
と
の

相
関
の
中
で
規
定
さ
れ
て
い
た
、
と
い
え
よ
う
。

フ
ラ
l
ク

H
ア
ル
テ
モ
フ
ス

キ
l
の
『
日
一
那
と
犬
』
か
ら
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
は
『
外
套
』
な
ど
に
特
徴
的
な
い

わ
ば
パ
セ
テ
ィ
ッ
ク
な
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
予
告
し
て
い
る
し
、

コ
ト
リ
ャ

レ
ア
ス
キ
ー
の
『
エ
ネ
イ
l
ダ
』
は
、

そ
の
言
語
の
遊
戯
性
と
多
様
性
に
お
い

て
ゴ
l
ゴ
リ
の
創
作
技
法
お
よ
び
文
体
論
的
特
徴
全
般
と
関
係
し
て
い
る
。

パ
フ
チ
ン
の
提
起
す
る
ゴ
l
ゴ
リ
と
ラ
プ
レ
l
の
類
縁
性
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

バ
ロ
ッ
ク
の
伝
統
を
媒
介
と
し
て
、

ロ
シ
ア
文
学
史
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
の

相
関
と
い
う
視
点
か
ら
コ
ト
リ
ャ
レ
ア
ス
キ
ー
を
介
し
て
考
え
ね
ば
ら
な
い
の

だ
が
、
パ
フ
チ
ン
は
そ
の
作
業
を
こ
の
視
点
か
ら
は
全
く
行
っ
て
い
な
い
。
最

近
公
刊
さ
れ
た
パ
フ
チ
ン
の
『
ラ
ブ
レ
！
と
ゴ
l
ゴ
リ
』
執
筆
の
た
め
の
ノ
l

ト

［回
mw凶
4
国
国

戸
市
山
市
浅
］

は
、
彼
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
学
史
の
知
識
を
全
面
的
に

一
九
三
九
年
版
の
『
文
学
百
科
』
所
収
の
ビ
レ
ツ
キ
ー
に
よ
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

文
学
」
の
項
目
［
回

2
0景
島
日
市
山

ωhv］

の
記
述
に
負
っ
て
い
る
事
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
本
稿
は
パ
フ
チ
ン
に
欠
落
し
て
い
る
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
比

較
文
学
史
の
視
点
か
ら
初
期
ゴ
l
ゴ
リ
を
捉
え
直
す
た
め
の
覚
書
で
も
あ
る
。

主

（

1
）
『
ソ
ロ
l
チ
ン
ツ
ィ
の
定
期
市
』
以
外
の
『
デ
ィ
カ
l
ニ
カ
近
郷
夜
話
』
所
収
の

J¥ 
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T
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φ
e
M
i
H
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.
 

Cizevskij, 
D
.
 

1962 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
R
u
s
s
i
a
n
 
Literature. 

F
r
o
m
 
t
h
e
 
E
l
e
v
e
n
t
h
 

C
e
n
t
u
z γ
t
o
 
t
h
e
 
E
n
d
 
o
f
 t
h
e
 
B
a
r
o
q
u
e
.
 
H
a
g
u
e
:
 
M
o
u
t
o
n
.
 

1971 
C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
S
l
a
v
i
c
 
Literatures. 

Nashville: 

Vanderbilt 
University 

Press. 

Cizevs ’kyj, 
D. 

1975 
A
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
U
k
r
a
i
n
i
a
n
 
Literature. 

Colorado: 
Littleton. 

U
k
r
a
i
n
i
a
n
 A
c
a
d
e
m
i
c
 
Press. 

G
r
a
b
o
w
i
c
z
,
 
G
.
 

1981 
T
o
w
a
r
d
 
a
 History 

of 
U
k
r
a
i
n
i
a
n
 
Literature. 
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